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であい・ふれあい・ささえあい 

困ったときは おたがいさま 
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第 105 号 

 私たちは・・・ 

   
 歳をとっても 障がいがあっても 住み慣れた地域の中で その人らしく、 

 

        心豊かに暮らしていける そんな新しい“ふれあい社会”を目指しています。 

 

今年は「さらに暑い夏、猛暑」と報じられておりますが、皆様にはお変わり

なくお過ごしいただいておりますでしょうか 

さて、ユーアンドアイは、新しい理事 3 名を加えて新体制でスタートし、

早いもので 1 年が経過いたしました。ひとえに皆様の日頃からのご支援ご協

力の賜物と感謝申し上げます。 

今回、第 27 回通常総会でご承認いただきました活動計画を基本として「特

別支援教育支援業務」「介護保険訪問介護事業」の 2 本柱は、職員の皆様、ボ 

ランティアの皆様のご協力ご支援により順調に事業が進んでおり、さらなる強い柱になるよう努め

てまいります。 

また、現在課題が多い、「生活支援サポーター事業」「福祉有償運送」等に関しても 

提供体制の見直しを含め改善に取り組んでおります。 

今後も「であい・ふれあい・ささえあい、困ったときは、おたがいさま」の 

理念のもと、皆様と一緒になって、より良い「新しいふれあい社会」を目指せるよう、頑張ってま

いります。 

これからも、宜しくお願い申し上げます。 

 

・・・令和 6 年度 活動報告・決算・・・・・・・・・・・・・・・ 

・ユーアンドアイ会員数 

会員総数 100 名（正会員 13 名、一般会員 85 名、賛助会員 2 名） 

 

・主な活動 

 〇 第 26 回通常総会 

 〇 理事会（3 回） 

 〇 職員会議（月 1 回） 

 〇 事務所環境整備及び衛生管理の維持 

 〇 広報活動（ハローユーアンドアイ 4 回、ホームページ更新） 

 〇 福利厚生 

 〇 緊急時対策の強化 

 〇 その他地域活動 

（市主催の公共交通会議、福祉有償運送運営協議会、市民協働推進会議等への参加） 

 〇 茨城福祉移動サービス団体連絡会 

 〇生活支援サポートセンター講習会等 

 〇 たまり場ゆい 

 

 

 

 

 
各部門の報告 

特別支援教育支援制度 

・諸課題に対する話し合いの場を用意 

・支援員の業務環境の整備 

・業務の簡略化 

・衛生対策 

・緊急時対策 

 

介護ステーション 

・職員の増員 

・研修、課題提出、個人面談の実施 

・事務処理の効率化 

・感染症対策 

・緊急時、災害時の対策 

・送迎部門の再構築 

 

《第 27 回通常総会開催》 

 

6 月 18 日（水）にユーアンドアイホールに

て、第 27 回通常総会が開催されました。令

和 6 年度の活動報告・決算報告、監査報告に

続き、役員の改選、令和 7 年度の活動計画・

予算について、定款改定、福祉有償運送の改

定など活発に審議され全議案が滞りなく承

認されました。 

龍ケ崎市生活支援サポート活用事業 

・研修会の実施 

・サポーターの管理、登録 

・問い合わせ対応 

・スケジュール管理、調整 

 

 



【全体方針】 

・昨年度からの新体制での事業運営を円滑にすすめ、社会及び諸事情の変化に対応できるよう基盤強

化に努める。 

・新型コロナなど感染症対策に関しては、その時々の状況を冷静に分析し適切に対応する。 

・介護ステーションは、今までと同様事業を継続し、今後を見据え体制強化を進める。 

・特別支援教育支援事業は、支援員がやりがいを持ち安心して活動できる環境を整えるため、有償ボ

ランティア制度から雇用契約締結等へ働き方を見直していく。 

・生活支援サポーター活用事業の提供体制の見直しを含め改善に取り組む。 

・福祉有償運送の提供体制の見直しを含め改善に取り組む 

・事業所全体としての中長期展望を構築する。 

 

 

【特別支援教育支援員制度】 

・５月から急遽小学校で１ケース支援追加となり、前年度より１ケース増の 

７校２６ケースの支援提供を行っていく※１ケース 6 時間 

・話し合いの開催 

新年度の児童の受け入れ時や、学期終了時など、担当支援員と課題点を話し合い、担当児童に適

した支援を提供していけるように学校側とも協議する 

・支援員の業務環境の整備 

各自が安心して支援に当たれるよう個別面談やこまめなヒアリングし、必要でれば学校へ要望を

伝達する。 

また来年度、雇用契約締結等ができるように働きかける 

・支援員同士の交流の場の継続 

  支援現場以外で支援員同士の交流を図れるような企画を用意し、情報交換や談笑の場を設ける 

・季節性の疾病や感染症に対しての感染予防を働きかける。 

・前年度に続き、マスクの予備や消毒液を学校に配置する 

・新年度の体制に合わせ連絡網の組み直しを行う 

 

・・・令和 7 年度 事業計画・予算・・・・・・・・・・・・・・・ 

【訪問介護ステーション】 

・ 利用者増員（収益増）の取り組み 

・ ヘルパー確保の取り組み 

・ 教育体制整備の取り組み 

・ 感染対策について 

・ 事務処理の効率化について 

・ 送迎部門の改善 

 

【龍ケ崎市生活支援サポートセンター活用事業】 

・サポーターへの活躍の場の提供 

・要綱の改定を目指した協議 

・サポーターの育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年度決算報告 収益金額（円）  金額（円） 

入会金・会費収益 227,800 人件費 52,495,783 

事業収益 60,152,312 その他経費計 41,987,963 

助成金・補助金 93,555 経常費用計 11,507,820 

その他収益 2,293,133 当期正味財産増減額 2,242,271 

経常収益計 62,766,800 前期繰越財産額 16,986,592 

  次期繰越正味財産額 19,228,863 

ご意見・お問い合わせは… 

NPO 法人ユーアンドアイ（平日 9：00～18：00） 

 茨城県龍ケ崎市奈戸岡 2 番地 195 

 ℡0297-62-2667 fax 0297-62-2698 

HP http;//www.npo-ibaraki.or.jp 

Mail yu-and-ai@npo-ibaraki.or.jp 

編集後記（遠藤） 

暑い季節がやってきましたね！ 

私にはこの時期限定の大好きなもの

が。それはスイカ！このスイカの種を

除き一口大にカットして冷凍庫へ。凍

ったスイカは普通のスイカの数倍も

おいしくなるので、ぜひお試しを♡ 

知ってた⁉ 

ラムネのマメ知識 

ラムネの名前は… 
ラムネの原型となる飲み物は、なんと 1835 年にペリー提督が来日の際に持ち込んだそうです。 

そして元々は「レモネード」と呼ばれていたそうですが、それが訛って「ラムネ」と呼ばれるよ

うになったそうです。 

 

ラムネのビー玉は… 
ラムネといえば、ビー玉で栓がされていますが元々はコルクで栓がされていたそうです。 

ただコルクは当時高級で時間が経つと炭酸が抜けてしまうので、ビー玉に変わったそうです。 

そして、あのビー玉！本当の名前は「エー玉」とのこと。ラムネの栓にするには、空気漏れや液

漏れがしないようなきれいな真球である必要がるため A 級品である「A 玉」と、その不合格品の

「B 玉」と分かれ、使い道のない B 級品のビー玉を子供たちあげたところ、その名が広まったそ

うです。 


